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表1　保土ケ谷区の年齢別人口動態（社会動態）（1999～2013）

横
浜
の
人
口
を
読
む

特
集

区
別
人
口
動
態
分
析

《7》

③ 

保
土
ケ
谷
区
　
人
口
減
少
時
代
の
施
策
立
案

執
筆武

内
　
伸
輔

保
土
ケ
谷
区
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係
長

竹
内
　
健
郎

保
土
ケ
谷
区
区
政
推
進
課

横
浜
市
で
は
２
０
１
３
年
４
月

に
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
た

が
、
そ
れ
に
よ
り
潜
在
的
な
保
育

ニ
ー
ズ
が
表
面
化
す
る
な
ど
、
子

育
て
世
代
か
ら
横
浜
市
に
対
し
て

大
き
な
期
待
を
か
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
14
年
４
月
時
点
に
お

い
て
、
残
念
な
が
ら
市
全
体
で
は

ゼ
ロ
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
も
の

の
、
保
土
ケ
谷
区
で
は
、
継
続
的

な
取
組
に
よ
り
ゼ
ロ
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
保
育
施

策
を
題
材
に
人
口
動
態
を
中
心
と

し
た
デ
ー
タ
分
析
を
行
い
、
人
口

動
態
の
活
用
可
能
性
を
探
る
と
同

時
に
、
今
後
の
デ
ー
タ
分
析
や
施

策
立
案
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　

保
土
ケ
谷
区
の

　
　

人
口
動
態
概
要

検
討
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
ま

ず
は
区
全
体
の
人
口
動
態
（
社
会

動
態
）
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

過
去
15
年
の
転
入
出
状
況
を

み
て
み
る
と
、
全
体
傾
向
と
し

て
東
京
都
・
神
奈
川
県
以
外
か

ら
の
転
入
が
多
い
一
方
、
東
京

都
や
市
内
他
区
へ
の
転
出
が
多

い
。
さ
ら
に
転
出
の
う
ち
市
内

他
区
の
内
訳
は
、
旭
区
が
最
も

多
く
、
次
い
で
緑
区
を
除
く
周

辺
の
隣
接
区
と
な
っ
て
い
る
（
口

絵
3
ペ
ー
ジ
）。

全
体
の
人
口
の
増
減
に
つ
い
て

は
、
99
年
か
ら
03
年
ま
で
は
増
加

傾
向
、
04
年
か
ら
06
年
ま
で
減
少

傾
向
と
な
り
、
再
び
07
年
か
ら
09

年
ま
で
増
加
傾
向
と
な
る
も
の

の
、
10
年
以
降
は
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
る
（
口
絵
7
ペ
ー
ジ
、
表

１
）。
こ
れ
は
、０
～
14
歳
人
口
、

15
～
64
歳
人
口
、
65
歳
以
上
人
口

の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
概
ね
同

様
の
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
合
計

で
は
15
年
間
で
２
５
２
７
人
増
加

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
０
～
14
歳

人
口
は
３
５
７
人
、
15
～
64
歳
人

口
は
１
８
３
１
人
、
65
歳
以
上
人

口
は
３
３
９
人
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
０
～
14
歳
人
口
の
う

ち
、
０
～
４
歳
人
口
に
つ
い
て
は

04
年
か
ら
06
年
は
他
の
年
齢
層
と

同
様
に
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
全
体
と
し
て
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
15
年
間
で
４
４
２
人
増
加

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
０
～
14
歳

人
口
の
増
加
分
を
超
え
る
人
数
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
保
育
園
を
主
に

利
用
す
る
年
齢
が
転
入
し
て
い
る

一
方
で
、
５
歳
以
上
14
歳
以
下
の

人
口
の
転
出
傾
向
が
強
い
こ
と
が

分
か
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
複
合
的

に
人
口
動
態
を
分
析
し
、
５
歳
以

上
14
歳
以
下
の
転
出
傾
向
の
分
析

や
こ
の
層
を
留
め
る
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
も
興
味

深
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
紙
面

の
都
合
も
あ
り
本
稿
で
は
特
に
、

０
～
４
歳
人
口
の
保
育
園
利
用
層

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
重
点
的

に
着
目
し
、
検
討
を
行
い
た
い
。

本
稿
で
は
以
降
、「
子
ど
も
」

と
表
記
す
る
場
合
は
、
０
～
４
歳

の
年
齢
を
指
す
こ
と
と
し
、
人
口

動
態
に
つ
い
て
も
０
～
４
歳
の
社

会
動
態
を
分
析
す
る
こ
と
と
す

る
。な

お
、
保
土
ケ
谷
区
の
町
丁

目
別
位
置
図
は
図
1
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
　

ど
こ
で
子
ど
も
が
増
え
て

　
　

い
る
の
か

こ
こ
で
は
、
町
丁
目
別
の
子
ど

も
の
過
去
13
年
分
の
社
会
動
態
か

ら
、
転
入
出
動
向
や
区
内
の
各
地

域
の
特
徴
を
確
認
し
て
い
き
た

い
。ま

ず
、
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ

る
地
域
を
見
て
み
る
と
、
新
井
町

と
上
菅
田
町
、
次
い
で
今
井
町
、

川
辺
町
が
該
当
す
る
（
表
２
）。

新
井
町
、
上
菅
田
町
、
今
井
町

に
つ
い
て
は
、
丘
陵
部
か
つ
区
境

に
近
い
エ
リ
ア
で
、
鉄
道
へ
の
ア

ク
セ
ス
性
も
低
い
が
、
直
近
10
年

で
戸
建
て
住
宅
の
建
設
が
続
い
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
継
続
し
て
増

加
し
て
い
る
。

一
方
、
川
辺
町
は
、
05
年
と

13
年
の
大
型
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

の
開
発
と
同
時
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
丘
陵

部
が
多
い
保
土
ケ
谷
区
に
あ
っ

て
、
こ
の
地
域
は
、
平
野
部
で

交
通
利
便
性
の
高
い
地
域
で
あ

り
、
さ
ら
に
生
活
イ
ン
フ
ラ
も

整
っ
て
お
り
、
転
入
後
の
流
出

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

次
に
、
減
少
傾
向
が
強
い
の
が

川
島
町
、
狩
場
町
、
岩
井
町
、
西

久
保
町
で
あ
る
（
表
３
）。
こ
こ

で
特
徴
的
な
の
が
、
増
加
傾
向
に

あ
る
３
つ
の
町
と
同
様
に
、
各
町

は
す
べ
て
区
境
に
位
置
す
る
も
の

の
、
特
に
岩
井
町
の
一
部
、
西
久

保
町
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
保
土
ケ
谷

駅
に
近
く
、
交
通
利
便
性
は
悪
く

な
い
中
で
減
少
傾
向
と
な
っ
て
お

り
、
増
加
地
域
と
対
照
的
な
結
果

１　

は
じ
め
に

２　

３　
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図1　保土ケ谷区全域図

表4　0～4歳の人口動態に特徴がみられる地域

2001 鎌谷町 川辺町 西久保町 西谷町 東川島町 霞台 権太坂二丁目 境木本町 法泉一丁目 宮田町一丁目

2002 境木本町 常盤台 新井町 今井町 岩崎町 川島町 瀬戸ヶ谷町 東川島町

2003 明神台 新井町 岩崎町 上星川二丁目 岩崎町 新桜ヶ丘一丁目 境木本町

2004 境木本町 岩崎町 川島町 神戸町 権太坂三丁目 桜ヶ丘一丁目 桜ヶ丘二丁目 新桜ヶ丘二丁目 初音ヶ丘

2005 川辺町 上星川二丁目 坂本町 瀬戸ヶ谷町 常盤台

2006 新井町 明神台 今井町 峰岡町二丁目

2007 新井町 上菅田町 権太坂三丁目 境木本町 桜ヶ丘一丁目 仏向町 明神台

2008 新井町 上菅田町 今井町 岩崎町 星川一丁目

2009 今井町 上菅田町 権太坂一丁目 新桜ヶ丘一丁目 仏向町 法泉三丁目
2010 上菅田町 今井町 鎌谷町 仏向町 法泉三丁目
2011 新井町 境木本町 常盤台 仏向町 星川一丁目

2012 上菅田町 川辺町 狩場町 権太坂二丁目

2013 川辺町 上菅田町 上星川三丁目 境木本町 星川二丁目

2001 川島町 仏向町 岩井町 上菅田町 上星川 権太坂一丁目 桜ヶ丘一丁目 桜ヶ丘二丁目 瀬戸ヶ谷町 月見台 常盤台 和田一丁目

2002 岩井町 釜台町 狩場町 川辺町 権太坂二丁目 権太坂三丁目 天王町一丁目 天王町二丁目 西久保町 西谷町 仏向町 峰岡町一丁目

2003 仏向町 狩場町 川島町 瀬戸ヶ谷町 天王町二丁目 常盤台 峰沢町

2004 新井町 岩井町 岡沢町 釜台町 狩場町 川辺町 新桜ヶ丘一丁目 瀬戸ヶ谷町 天王町二丁目 常盤台 西久保町 仏向町

2005 今井町 岩井町 上菅田町 権太坂二丁目 権太坂三丁目 天王町一丁目 西久保町 西谷町 仏向町

2006 狩場町 上星川二丁目 川島町 権太坂一丁目 権太坂三丁目 瀬戸ヶ谷町 常盤台 西谷町

2007 岩井町 天王町二丁目 西久保町 西谷町

2008 岩井町 新桜ヶ丘二丁目 西久保町 東川島町 仏向町 宮田町二丁目 明神台

2009 岩井町 西久保町 狩場町 権太坂三丁目 東川島町 峰沢町 明神台
2010 岩井町 狩場町 星川三丁目 西谷町 峰岡町二丁目 明神台
2011 上菅田町 瀬戸ヶ谷町 西谷町 法泉二丁目 明神台

2012 川島町 権太坂三丁目 瀬戸ヶ谷町 天王町一丁目 常盤台 明神台 和田一丁目

2013 川島町 岩井町 瀬戸ヶ谷町 天王町二丁目 西久保町 明神台 和田一丁目

表2　0～4歳人口10以上増の地域（網掛けは30人以上増）

表3　0～4歳人口10以上減の地域（網掛けは30人以上減）

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
、
減
少
か
ら
増
加
、
増

加
か
ら
減
少
と
い
っ
た
形
で
、
傾

向
に
変
化
が
み
ら
れ
た
の
が
明
神

台
と
仏
向
町
で
あ
る
。（
表
2
、

表
3
）

明
神
台
は
00
年
か
ら
06
年
に
か

け
て
の
Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機
構
に
よ

る
開
発
（
約
１
０
０
０
戸
）
の
影

響
も
あ
り
、
07
年
ま
で
は
増
加
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
増
加
後
の
転

出
傾
向
が
み
ら
れ
な
い
川
辺
町
と

は
対
照
的
に
、
08
年
以
降
、
転
出

傾
向
に
転
換
し
て
い
る
。

一
方
で
仏
向
町
に
つ
い
て
は
、

08
年
ま
で
は
明
確
に
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
が
、
09
年
以
降
は
増
加
傾

向
に
転
じ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も

Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機
構
の
開
発
（
約

３
４
０
戸
、07
年
に
も
一
部
実
施
）

が
09
年
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
影

響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
る
。
明
神
台
と
同
様
、

緑
に
恵
ま
れ
た
場
所
で
あ
る
と
同

時
に
、
坂
が
多
く
交
通
利
便
性
に

課
題
が
あ
り
、
賃
貸
住
宅
が
整
備

さ
れ
た
地
域
と
な
る
た
め
、
今
後

の
転
入
出
動
向
を
注
視
し
た
い
。

人
口
動
態
を
ま
と
め
る
と
表
４

の
と
お
り
と
な
る
た
め
、
以
降
、

適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　

保
育
対
策
は
子
育
て
世
代
を

　
　

支
援
で
き
た
か

保
土
ケ
谷
区
の
保
育
園
は
01
年

ま
で
は
、
15
園
と
い
う
整
備
状
況

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
14
年

９
月
現
在
、
18
園
増
の
33
園
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
各
保

育
園
の
整
備
と
社
会
動
態
の
関
係

に
つ
い
て
、
特
徴
の
表
れ
た
２
つ

の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き

た
い
。

ま
ず
、
人
口
増
加
が
顕
著
な
区

北
西
部
に
位
置
す
る
新
井
町
、
上

菅
田
町
、
そ
し
て
隣
接
す
る
西
谷

町
の
エ
リ
ア
で
あ
る
。
こ
の
エ
リ

ア
は
12
年
に
上
菅
田
町
と
西
谷

町
・
上
菅
田
町
の
町
境
及
び
西
谷

町
に
３
園
整
備
を
行
っ
た
。
整
備

後
も
子
ど
も
の
人
口
が
継
続
的
に

増
加
し
、
保
育
園
整
備
が
適
切
に

実
施
で
き
て
い
る
（
図
２
）。

加
え
て
、
区
全
体
と
し
て
市

内
他
区
へ
流
出
す
る
傾
向
の

中
、
こ
の
エ
リ
ア
の
転
入
出
状

況
を
確
認
す
る
と
、
と
り
わ
け

市
内
他
区
か
ら
の
転
入
が
多
い

こ
と
が
分
か
る
（
図
３
）。
内
訳

で
は
神
奈
川
区
、
港
北
区
、
旭

区
の
順
で
あ
り
、
周
辺
の
隣
接

区
か
ら
子
ど
も
世
代
を
引
き
寄

せ
て
い
る
。
ま
た
、
保
育
園
の

３
園
増
園
に
よ
り
、
区
内
転
居

や
県
内
各
都
市
部
か
ら
の
流
入

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
交
通

利
便
性
の
高
い
駅
近
く
の
保
育

園
整
備
に
よ
り
、
周
辺
地
域
全

４　



図 2　区北西部の保育園整備
状況と 0 ～４歳の社会動態
（右から 2006 年、2009 年、
2012 年）
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図 3　新井町・上菅田町・西谷町の転入出状況
（2007 ～ 2013）

図 4　区南東部の保育園整備状況と
0 ～ 4 歳の社会動態（右から 2004
年、2005 年、2006 年）

        

        

右上、左上の同色は同じ上菅田町（飛地）
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般
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

こ
と
や
、
交
通
利
便
性
の
低
い

新
井
町
、
上
菅
田
町
か
ら
の
保

育
ニ
ー
ズ
に
直
接
対
応
し
た
こ

と
が
、
宅
地
開
発
状
況
と
上
手

く
噛
み
合
い
、
相
乗
効
果
を
生

み
出
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
特
定
の
町
で
の
人
口
増

加
が
著
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

桜
ケ
丘
や
初
音
ケ
丘
、
瀬
戸
ケ
谷

町
や
岩
崎
町
、
神
戸
町
な
ど
と

い
っ
た
い
く
つ
か
の
町
で
、
04
年

か
ら
05
年
に
か
け
て
一
定
の
人
口

増
加
が
み
ら
れ
る
南
東
部
エ
リ
ア

を
み
て
み
た
い
（
図
４
）。
こ
の

エ
リ
ア
で
は
06
年
に
神
戸
町
、
霞

台
に
２
園
を
増
園
し
て
い
る
が
、

山
坂
が
多
く
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

難
が
あ
り
、
バ
ス
も
限
ら
れ
て
い

る
地
域
に
対
応
し
た
増
園
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ

る
西
久
保
町
に
も
保
育
園
を
１
園

整
備
し
て
い
る
が
、
駅
周
辺
の
利

便
性
の
高
い
と
こ
ろ
に
整
備
し
た

こ
と
で
、
周
辺
の
保
土
ケ
谷
駅
利

用
圏
（
線
路
の
外
側
中
心
の
、
バ

ス
・
自
転
車
・
自
動
車
等
を
利
用

し
や
す
い
地
域
）
の
子
ど
も
世
代

を
吸
収
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。

例
と
し
て
２
つ
の
エ
リ
ア
の
保

育
園
整
備
に
つ
い
て
確
認
し
た

が
、
保
土
ケ
谷
区
で
は
子
ど
も
人

口
の
増
加
に
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
保
育
ニ
ー
ズ
と
立
地
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
保
育
園
整
備
が
行
わ
れ

て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　

子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
と
人
口
動
態
の
傾
向

区
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
に
お
い
て
、
12
年

に
子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

乳
幼
児
健
診
等
で
回
答
を
お
願
い
し
て
得
た

情
報
の
た
め
、
代
表
性
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
実
際
に
子
育
て
を
さ

れ
て
い
る
方
の
満
足
度
の
地
域
別
結
果
と
、
人

口
動
態
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

図
５
は
「
保
土
ケ
谷
区
は
子
育
て
し
や
す
い

か
」
と
い
う
設
問
の
集
計
結
果
で
あ
る
（
回
答
項

目
：
①
そ
う
思
う
、
②
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
う

思
う
、
③
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
、

④
そ
う
思
わ
な
い
）。相
鉄
線
天
王
町
駅
、星
川
駅
、

和
田
町
駅
に
近
い
地
域
の
満
足
度
が
高
く
、
Ｊ

Ｒ
保
土
ケ
谷
駅
付
近
南
側
の
地
域
の
満
足
度
が
低

い
。
そ
れ
以
外
の
地

域
は
概
ね
可
も
な
く

不
可
も
な
く
と
い
っ

た
結
果
と
な
っ
て
い

る
。満

足
度
の
高
い
地

域
は
交
通
利
便
性
の

高
さ
と
同
時
に
、
子

育
て
関
連
施
設
も
充

実
し
た
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
川
辺
町
、

岩
井
町
、
仏
向
町
に

つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
と
人
口
動
態

の
傾
向
が
一
致
し
て

い
る
が
そ
の
他
の
地

域
で
は
特
徴
は
み
ら

れ
な
い
（
表
５
）。

前
項
で
確
認
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
と
人
口

動
態
の
掛
け
合
わ
せ

を
あ
ら
た
め
て
み
る

と
、
仮
説
の
域
は
出

な
い
が
、「
人
口
が

増
加
傾
向
に
あ
る
が

満
足
度
が
低
い
地

域
」
で
は
、
転
入
し

て
き
た
子
育
て
世
代

が
「
緑
が
多
い
」「
公

園
が
近
い
」
と
い
っ

た
、
宣
伝
等
に
よ
り

得
や
す
い
情
報
を
重

視
し
た
結
果
、
居
住

５　

６　
人
口
減
少
社
会
で

　　

何
が
で
き
る
か

２ ４

２ ４
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しやすい

　↑

　↓

しにくい

人口が増加傾向
にある地域

人口が減少傾向
にある地域

人口傾向に変化が
ある地域

満足度が高い地域 川辺町 西久保町 明神台・仏向町

可もなく不可もない地域 上菅田町・今井町 川島町・狩場町

満足度が低い地域 新井町 岩井町

表 5　人口動態と子育てのしやすさ
後
に
必
要
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
十

分
に
享
受
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に

対
し
て
は
、
各
地
域
に
あ
っ
た
情

報
発
信
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
詳
し
く
は
触

れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
開
発
状
況

と
人
口
動
態
に
つ
い
て
も
確
認
す

る
と
、「
分
譲
型
集
合
住
宅
の
開

発
」
が
あ
っ
た
川
辺
町
、「
賃
貸

型
集
合
住
宅
の
開
発
」
が
あ
っ
た

仏
向
町
・
明
神
台
、「
ま
と
ま
っ

た
戸
建
の
開
発
」
が
あ
っ
た
上
菅

田
・
新
井
町
、
と
い
う
よ
う
に
、

住
宅
の
開
発
形
態
に
よ
っ
て
も
転

入
後
の
流
出
状
況
が
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。「
分
譲
型
」
は
一

度
に
大
量
の
人
口
が
流
入
し
、
そ

の
後
の
流
出
は
少
な
く
、「
賃
貸

あ
る
地
域
に
つ
い
て
、
保
育
施
策

を
補
完
す
る
地
域
の
魅
力
発
信
事

業
を
行
う
と
い
っ
た
総
合
的
な
施

策
を
行
う
こ
と
。
言
い
換
え
れ

ば
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
分
析
を

経
て
、
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
だ
け

で
な
く
、
区
政
推
進
課
、
地
域
振

興
課
、
そ
の
他
関
係
課
が
今
ま
で

以
上
に
連
携
・
連
動
し
、
多
様
な

状
況
や
ニ
ー
ズ
に
極
め
細
や
か
に

対
応
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
、
人
口
減
少
時
代
を
迎

え
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
回
は
一
例
と
し
て
保
育
施
策

を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
各
分
野

で
効
果
的
・
効
率
的
な
施
策
を
実

施
す
る
た
め
に
、
区
政
推
進
課
と

し
て
は
、
本
稿
で
み
た
人
口
動
態

の
デ
ー
タ
を
は
じ
め
と
し
た
様
々

な
情
報
を
整
理
・
分
析
で
き
る
環

境
や
、
各
課
と
特
定
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
多
角
的
に
検
討
で
き
る
機

会
を
い
か
に
創
出
し
て
い
く
か
が

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
　

今
後
に
向
け
て
～
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を

　
　

活
用
し
た
地
域
分
析
～

人
口
動
態
の
分
析
を
中
心
に
、

過
年
度
の
実
績
や
現
状
を
あ
ら
た

め
て
確
認
し
、
保
育
対
策
に
着
目

し
な
が
ら
今
後
の
発
展
的
な
分

析
・
事
業
展
開
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
た
。

保
土
ケ
谷
区
で
は
、
６
で
記
載

し
た
デ
ー
タ
分
析
・
各
課
間
の
連

携
に
向
け
、
今
年
度
よ
り
全
庁
的

な
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
の
た
め
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。

人
口
動
態
を
は
じ
め
、
位
置

情
報
を
含
む
多
様
な
デ
ー
タ
を

Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
と
し
て
活
用

し
、
総
合
的
な
分
析
を
可
能
に

す
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
組

織
を
横
断
し
た
課
題
検
討
の
機

会
を
つ
く
り
、
新
た
な
施
策
立

案
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

型
」
は
開
発
後
の
流
出
傾
向
が
み

ら
れ
や
す
い
。「
戸
建
」
は
一
定

の
数
が
ま
と
ま
っ
て
開
発
さ
れ
る

と
、
継
続
的
に
人
口
が
増
加
し
て

い
る
。

人
口
動
態
を
分
析
し
、
こ
の
よ

う
に
分
類
や
仮
説
立
て
を
行
い
な

が
ら
、
よ
り
複
合
的
か
つ
高
度
な

分
析
を
行
い
地
域
特
性
に
あ
っ
た

保
育
施
策
を
立
案
す
る
こ
と
、
あ

る
い
は
特
に
人
口
が
減
少
傾
向
に

７　


